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緒 言

わが凶における水川農業のあり方については，各方面から論議され大きな関心を典めている。なか

でも、低コスト生躍技術の確立は緊急に解決を要する課題の一つであろう。この要諦に応えるため、

水稲の直播城端が再‘認識されるようになり，現在，各地の試験研究機関で研究が進めうれている。
1.14.15）

直橘栽培は．育苗作業を必要としないため，移植栽培に比べて省ﾉ化の可能性が高い。また，
6.19）

乾田直播はｔ壊物剛性の面から,後作物の作付に好適な土壌環境を与える。これ･うの特艮は．イネ・

ムギニ毛作体系など他作物との輪作を行う場合に有利な条件となる。

愛媛県の平坦水田地帯においては，水田農業確立対策に伴う水田の総合利用として，水稲を基幹作

物に麦類，飼料作物，野菜．工芸作物等による作付体系が進められているが，これう作物の多収安定

化をはかるために，一つには直播水稲の作期幅の拡大があげられる。
３．４.】０．１１）

播種期を異にした乾田直播水稲の研究事例はかなりみられるが，こｵLらは本郎の水稲品神を

対象としたものであり，超多収性品標を用いた報告例はみあたらない。

そこで．本拭験は荊戸内地帯Iこ適合した乾田直播水稲の安定・多収技術を確立することをＨ的とし

て，Ｈ本'１１の２，Ｉ,'巾liに．超多収が期待されている日印交雑品種の韓国稲の２品柳とわがlIilで育成され

た'二|印交緋1''1とを川|えた合計５品種を用い，播種期を異にした乾田直播がその後の雌竹．，収城椛成嬰

紫ならびに，‐j驚火′|i雌特性に及ぼす影響を比較・検討したのでその結果を報群する。
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実験材料および方法

造成後，‘1年を経過した本学附Iui農場の砂質土壌からなる３号水田において．日本Hiｉｉ（標準品種)，

トヨミノリ（多収性品種)．超多収性が期待されているアケノホシ（日印交雑品甑)．および密陽29号，

水原258号（雌国の日印交雑品械）を用いて，1983年に乾町〔描栽培を行なった。播稲期は早播区が５

月７日（以下１区と呼称)，普通播区は５月25日（２区)，晩播区は６月15日（３区）とした。種子は

比里1.13の比lIi進を行った後，ホーマイ400倍，スミチオン1.0()0倍の混合液に24時|川没演して種子消

毒をした。これらの種子は，播如に当って稲子重並の２％のダイアジノン粉剤で粉衣した。播種方法

は２条型人力橘砿機を用いて条間30cmの条播とし，播種並は各区とも㎡当り200粒とした．試験区の面

積は，一区当り50,fの２反覆とした。

施肥は，複合化成肥料（15-15-15）を基肥（播穂時）として，アール当り窒素．燐，加里をそれ

ぞれ0.5kg，また入水時(4.5葉期）と入水後１０日目にそれぞれ0.3kgを施用した。その後は，１４－２－

１７化成を成分地にしてアール当り飛索0‘30kg，燐0.04kg，加里0.36kgを出穂22日前．１２日前と穂揃期

に施した。合計施肥型はアール当り鋼索2.00kg，燐1.23kR，加里2.18kgであった。

有機物として稲わらをアール当り50kg，厩肥を500kg施した。除草剤は．アール当りスタム乳剤70ｃｃ

を水６１に希釈したものを３葉期に全面散布し，さらに入水後３日目にサターンＭ粒剤をアール当り

0.3kg散布した。

草丈，分げつ数の調査は，各区より生育1'1庸な場所を進び0.09ITf(0.3ｍ×0.3ｍ)内の稲株について

行い，また乾物1mの測定は0.6㎡(0.3ｍ×2.0ｍ)の範囲に存在する株を全て抜きとり，根を切除して葉

身，茎(葉鞘を含む)，枯死部，偲部に分別して85℃で72時間乾燥後，秤堂して求めた。葉面積は生育

中庸な40～60個体を選び，その全葉而Wiを自動面積計(林地工ＡＡ－Ｍ－７型)で測定し，その乾物重

から比葉而祇（cIf/g）を求めて算出した。
１２）

収+1t柵成要索の調査は,松鳥の方法に恥じて行い,成熟期に各区中庸な1.2ｒ１ｒｆ内の稲株について行っ

た。子実収'1tの訓斉は，各区ともに9.0㎡を刈取して行った。

結果および考察

１．生育経過

播種期の¥晩による主要な生7洲lの変動を表－１に示した。出芽日数をみると，ｌ区は各品種とも

10日以上を要したが，２区，３区では６～９日と短くなった。これは，播種期が退くなると，地温の

上昇のために，出芽に要する日数が短縮されたためと考えられる。さらに，妓高分げつ期，出穂期お

よび成熟期までの所要日数は．播祁期が遅い区ほど各品甑とも短縮した。しかし、登熟日数をみると，

日本蹄を除いた４品種は，播菰期の遅れに伴って延長がみられた。また，全生育日数の増減率をみる

と，５品iiIiともほぼ同様の傾向がみられ，２区に対して，ｌ区は５～９％の延災，３区は５～１１％の

短縮となった。
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トヨミノリ

表－３茎数．穂数および有効茎歩合の変化

草丈・稗長の変化を表－２に示した。草丈はいずれの品柿においても，２区に比べてｌ区は生育前

半を通じて尚い値で推移し，この倣向は生育前半で著しかった。また，３区では２区に比べ終始低い

値で経過した。穂揃期における禅長をみると，アケノホシ．密陽29号は概して長く、Ｈ本晴，トヨミ

ノリがこれにつぎ、水原258号は最も短かかった。

単位面積当りの茎数．穂数および有効茎歩合の変化を表－３に示した。まず、分げつ数をみると．

生育の初期では．播種期の早い区ほど各品種とも多くなっている。しかし，分げつ般盛期ごろからト

ヨミノリ，両韓国品種は晩播きほど多くなる傾向がみられた。さらに、最高分げつ1Ulになると．播租

期の遅れに伴っていずれの品種も噌加の傾向がみられた。棚揃期の穂数をみると，両日本稲は２区が．

アケノホシ．両韓国稲は３区が多かった。有効茎歩合はアケノホシ，両韓国稲が両日本稲に比べて小

であった。また，各品種とも播種期が遅いほど低くなった。一般に，最高茎数と有効茎歩合との間に
１ ．１２）２）

は負の相関関係が認められており．本試験でも同様な傾向がみられた。なお、清水らによると、

直播栽培は分げつの発生が低次にとどまらず、高次にまで及ぶため分げつ過多となり，移植栽培に比

べて，有効茎歩合の低下を招き易いことを報告している。
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602.0
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372.7

２．収■の比較

精籾重，粗玄米壷，くず米重および精玄米重の調査結果を表－４に示した。２区の普通播区を基準

として，砧細別に播種期を異にした場合の収量差をここでは精玄米重についてだけ検討した。まず、

日本晴においては．播種期の早．晩による精玄米車のちがいはほとんどみられなかった‘，また，トヨ
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表－４収量調査結果

､収 穫 期

品棚処理
精籾重籾摺歩合粗玄米重屑米里精玄米亜精玄米対比
（kg/a）（％）ｋg/ａｋｇ/ａｋｇ/ａ（％）

日本ＩＭｉ

トヨミノリ

アケノホシ

密陽２９号

水原258号

１７６．４８１．０６１．９１．２６０．７１０３．８

２７３．１８１．７５９．７１．２５８．５100.0

３７２．５８２．１５９．５０．４５９．１１０１．１

平均74.0８１．６６０．４０．９５９．４

１７４．２８１．４６０．３０．７５９．６８９．６

２８５．３８１．４６９．４２．９６６．５100.0

３７５．８８１．４６１．５２．１５９．４８９．２

平均７８．４８１．３６３．７１．９６１．８

１８０．３７９．３６３．６２．０６１．６９３．７

２８６．４７９．５６８．７３．０６５．７100.0

３７７．５８０．３６２．２１．５６０．７９２．４

､|z均８１．４７９．７６４．８２．２６２．７

１９６，７７９．５７７．２５．２７２．０９８．８

２９６．７７９．９７７．２４．４７２．８１００．０

３８８．３７８．８６９．６３．９６５．７９０．２

平均９３．９７９．４７４．７４．５７０．２

１９６．４７８．７７５．９５．３７０．６９３．２

２９７．７７９．２７９．４３．６７５．８１００．０

３８７．８７６．１６６．８５．３６１．５８１．１

平均９４．０７８．０７４．０４．７６９３

梢玄米
１１本H肯対士上

（％）

100.0

104.0

105.6

118.2

116.7

ミノリ，アケノホシ，水原258号はｌ区および３区で減収し，密陽29号は３区でのみ減収した。特に、

水原258号は３区の減収が著しかった。つぎに．各品種別の播種期の平均値をＨ本晴と比較すると．ト

ヨミノリ，アケノホシ，密陽29号，水原258号でそれぞれ４％、６％，１８％，１７％のjW収を示した。

精玄米収斌の分散分析結果を表－５に示した。５品種と，３播種期には0.1％水塑で有意差が認めら

れた『，

精玄米収蚊の品祁間差および播種期による変動を､ダンカンの多重範囲検定により表－６に示した．

両韓国稲は，アケノホシ，両日本稲に比べて多収を示し，品種間に有意差が認められた。さらに．播

柿期の変勤による収1,t差は普通播区が多く．晩播区で劣り，処理間に有意差がみられた。そこで．こ

れら品獄の噌収要因を以卜に述べる収量構成要素より検討を加えた。

－５－



３．収量構成要素表－５Ｗj玄米収埜(雌/a)の分散分析

収並構成要素の変肋を図一
要因平方和自由度分散分散比

ｌに示した。まず，単位面積

種5.17.188704136.7972017.73…
両

当り穂数（Ａ）をみると．日Ｉ肌１

本wIfに比べてトヨミノリ，水桶価期２ﾙ1.77602107.3853013.92…

服258号が多く，アケノホシ，品ｲ11i×播稲期150.78930818.84867

密陽29号は少なかった｡また，誤差115.7510１５7.71667

両日本稲を除いた３品概は．
合計1028.4990２９

捕棚期が遅い区ほど珊加の傾注)，※※※：0.1％水i{｢1で有意

向がみられた。一棚当り籾数炎－６精玄米収斌の品種間差および播祁期による変1肋

（Ｂ)をみると，水原258号を

桶 種期

除いた４品種は２区が一区よ品種品郁平均
普通揺りやや多く．３区になると各早桶晩播

1W〃Kとも少なくなる傾向がみ日本晴６０．７５８．５５９．１59.47ｂ

られた°なお，両日本稲の一トョミノリ５９．６６６．５５９．４61.80ｂ

秘籾数(81～89粒）に対して，アケノホシ６１．６６５．８６０．７62.68ｂ

アケノホシ，両韓国稲のそれ密|Iル２９号７２．０７２．８６５．７70.17ａ

は槻めて多く〈'22～'56粒）水原258号７０．６６５．８６１．５69.30ａ
秘の大型化がみられているこ

とが瀧目される｡nf当り穏数箪伽蝿“９２６７８７６L28均ＢＡＣ

と，一穂当り籾数との槙であ

る､f当り籾数（Ｃ）は，水原注),kg/a,有意性の検定はダンカンの多IⅡ範囲検定(５％水狐)による。

258号が著しく多く，ついで，密陽29号，アケノホシの川で両日本稲は少なかった。また，密賜29号を

除いた４品種は２区が多く，ｌ区と３区と間の差異は小さかった。精玄米の千粒里（Ｄ）は品砿問有
１２）

の特性と考えられており，特に，密陽29号が目立って1Ｋく，ついで日本IIili，水原258号，アケノホシ

であり，トヨミノリは鮫も軽かった。また，各品種とも晩掃きほど軽く，水脈258号は３区での低下が

杵しかった。登熟歩合（Ｅ）をみると，両日本稲は70％以上の値を示し，登熟は比較的良好であり，

ついで，密陽29号，アケノホシの順で，水原258号は60％以下で低かった。また，日本晴を除いた４品

郁は早播きほど商く，播種期の遅れに従ってともに低下した。一般に㎡当り籾数と登熟歩合との間に
１】,15）

は強い負の相関関係が認めれられており，本試験の11ij囲内では，早播ざほど登熟歩合の向上が認

められた。一方，晩播区は各品諏とも千粒誼，登熟歩合の低下がみられたが，これは晩播さにより，

全生育日数が短縮されたうえに穂数が多くなり、一茎当りの充実度が劣ったことも要因の一つに考え
１６）

られる。さらに，登熟期間の延長により気温の低下も関与し，籾の充実が低~下したものと推察され

る。

以上の結果から．収勉構成要素にみられたこれらの品祁の特徴をみると．早播区は各品棚とも千粒

－６－
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１ １

重が大で．かつ登熟歩合が高かったが，、f当り籾数が不足し，収量は普通播区より全般的に少なかっ

た。一方．晩播区は各品種とも㎡当り籾数は早播区と大差なかったものの．登熟歩合と千粒重の低下

が減収の主要因となった”なお，アケノホシ，両韓国稲は日本稲に比べてmF当りの籾数が確保し易く，

これら品種の増収を図るためには．肥料の種類,施肥時期の改善によって籾数の過剰蒜生を抑制して，

登熟を向上させるような適切な窒素施用法を確立する必要がある。

４．子実生産特性
8.9）

本学部附属農場の水田における平年収量を上廻る高位の収量が得られたこれら品種の多収性を検

討するため，精玄米収量と，これに対する全乾物宝，モミ／ワラ比ならびに収穫指数との関係について

検討した。
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１早播区

２普通播区
３晩播区
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▲１

～〆

謡
▲３

○２

全乾物重と精玄米収量との関係を図－２に示した。両者の間には極めて高い正の相関関係が認めら

れ，多収を図るためには全乾物車を増加させることが重要である。収穫期における全乾物軍は、アー

ル当り125～156kgの範囲にあり，各品種とも２区が重く，ついで３区であり，１区はやや劣る傾向が

130

○３

ｒ＝0,95.時＊

5５

収穫時における全乾物重をモミ部とワラ部に分け，その比率と収量との関係を図－３に示した。両

者の間には有意な正の相関関係がみられ，モミ／ワラ比は97～140％の範囲にあり．両韓国稲は日本稲

に比べて高い値を示した。また，アケノホシ．両韓国稲は２区で高く，１区と３区との差異はほとん
12.13）

どみられなかった。一般に暖地で栽培したモミ／ワラ比は，通常は100％程度とされ，寒地に比べ
12,13）

て低いイ直を示すことが知られている。本試験で．アケノホシ，両韓国稲が131～140％の高い(頂が

得られたことは注'三|に値する。これは，多収性に関与する重要な形質の一つであり．これが高いこと
ｌ2.14,15〉

は転流能力が優れ，耐肥性が大であることによると推察される。

つぎに，収穫指数と収量との関係を図－４に示した。全般的にみると，両者の間には有意な関係は

認められなかったが，両韓国稲のみをとりだしてみると，相関係数0.96の高い正の相関関係が認めら

れた。韓国稲の収:穫指数は45～49％の間にあり，いずれも２区が優る傾向がみられた。このことに関

１４０１５０

全乾物量（kg/ａ）

。＊＊：0.1％レベルで有意

160

図－２全乾物堂と収堂との関係

－８－
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□３

籾数Ｗ粒の大きさに左右されると報告している。

▲３

イ

●２
●ｌ

●３■２

■１

６

Ｌ
Ａ
Ｉ
（
㎡
ノ
姉
）

▲２
■３

▲1

17.18）

して武田らは移ii絞培において多収を図るには，全乾物生産鼓が多いことも必要であるが，それ

に加えて，全乾物生産地中の収種物故の削合（収種術数）が大きいことも亜要な条件の一・つであるこ

とを報告している。

そこで，ｓｉｎｋとしての穎花と、sourceとして働く莱身との関係について出穂期を対象に，両者の関

係が子実生産に対してどのような影郷をおよぼすかについて検討した。
18.20〉

まず，穎花の容Wiと亜さとがほぼ比例関係にあることから，、f当たり穎花数と収世!＃}の一穎花

』【（籾殻重）を乗じて求めた㎡当たり穎花亜をｓｉｎｋとみなし，これと出仙期の葉面積指数（ＬＡＩ）

との関係を図－５に示した。これによると，両者のlHlには有意な正の相関関係が認められた。日本稲

の頑花亜は，ｍ当たり148～176雌であるのに対し，アケノホシ，韓国稲のそれは197～2749であり，

なかでも両韓国稲が商い値を示した。また，いずれの品猟も穎花重，ＬＡＩとも２区が太でｌ区が小

さい値を示した。このように日本稲、韓国稲ともに，２区においてＬＡＩ，ｓｉｎｋ並ともiW大する傾向

があり，これらが収妓増加に強い影秤を及ぼしていることは重要な問題である。一般に乾物生産ある
18.20）

いは収型を高めるうえで，sinkiitの大きさが強く影響することは多くの作物で知られている。さ
７）

らに，これに関して星野らはsiI1kiltは出穂期の乾物fK･窒素含堂と直接の関係はなく，（Wjli固有の

５

□２

□１

○２

○１

ｒ＝０．７８．．．

○３

－１０－

ＭＯｌ６０１８０２００２２(）２４０２６０２８０３００

頴花爪（質/㎡）

図－５出秘期の頴花蹟（sinkiIt）とＬＡＩとの関係

注：図中のシンボル，数字は図－２に雛ず
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つぎに，単位而袖当たりの願花瓶と出穂期の葉面積に対する穎花重の割合（sink/sourcc.I･fltio）と

の関係を凶－６に示した｡これによると,両者の問には極めて高い正の相関関係がみられた｡sink/source

比は日本稲の32以~ﾄﾞに対し，アケノホシ，両鯨国稲が35～‘１１の範囲にあり大きな価を示した。特に，

韓国稲は､f当たり緬花11tが大きく，同時にsink/source比が商いことが注目される。このことは．純世ｌ

稲品稲は多拭のｓｉｎｋを碓保したとしても,過繁茂を抑制し得るような生産体制を保持していることを

示唆するものであり，棚、稲の多収性の大きな要因であると考えられる。

両韓国稲において示されたsink/Source比の高い特性をめぐって，穂重の瑚加ilt(△Ｅ）と，出秘後

Tっ，

－１１－

１６０１８０２００２２０２４０２６０

顎花璽（ｇ/､f）

単位面憤当り額花重とSink/sourceratioとの関係
注：凶中のシンボル，数字は図－２１こ準ず

280１４０

Ｎ－６

の全乾物jW加ﾅ,ｔ（△Ｗ）との関係を登熟前半期（出穂後30日間）とそれ以後．収穫期までの後半期と

に分けて図－７，８に示した。登熟前半期の△Ｅと△Ｗとの間には正の有迩な相関力認められ，△Ｗ

の大きい【蹄Iiほど△Ｅも大きくなっている。すなわち，登熟前半の乾物jW加哉は偲:１KのjW加によって

もたらされていることが拙測される。△Ｅは各品種ともに前半期で大きく，後半期で小さい。盗熟後

半期の全ＩＷｍを込みにした△Ｅ，と△Ｗ,の間には有意な相関関係は認められなかった（ｒ＝0.39)。し

かし，日本|Ｗを除いた４品祁だけを対象とすれば相関関係は高く（ｒ＝0.79)，かつ，イj愈であった。

△Ｗ】の大きい1W州'1ほど△Ｅｌも大きくなる傾向がみられ,韓国稲が多収であるのは,登熟後期まで乾物

生産が商く維持されていることも一因と思われる。

以上のことから，冊細川のちがいが生育・収堂に及ぼす影禅をまとめると，早播区では，生Yj:日数

が蚊も民くなる反WIi，盗熟期|H1の乾物1W加哉，秘亜増加堂が普通播区より小さくなり，生制UllIIlの延
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乾物琳加並△Ｗ（Ｋ/m:）

職熟期前半の鋤lKjW加並（△Ｅ）と乾物jW加批（△Ｗ）との関係

注：凶''１のシンボル，政gj･:は図－２に準ず
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長を有効に利用することが困難で，早播の利点は少いと考えられた。一方，晩播区は生育日数の短縮

により．登熟期の乾物・穂重増加重が蚊も低く､本試験の６月１５日程度の晩播きは著しい減収とはな

らないが，安定性は低下することが予想された。普通播区は出穂後の乾物生産量・穂重増加量ともに

高くなったことが収量増加に直接結びついた。その結果，乾田直播栽培において好適播種期は，普通

播区である。５月25日前後が適当と思われる。

また，両韓国稲はいずれの播種期についても．日本稲に比べて全乾物生産量，モミ／ワラ比，収穫指

数,sink/source比および穂重増加量の高い点が､多収をあげる重要な要因となっていることがわかっ

た。
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摘要

乾田直播水稲における播種期のちがいが生育相，収量構成要素ならびに子実生産特性に及ぼす影響

を調べた引供試品種は日本稲の日本晴，トヨミノリ，超多収性を示す日印交雑種のアケノホシおよび

韓国稲の密陽29号，水原258号で，これらの種子を５月７日（早播区)，５月25日（普通播区)．６月１５

日（晩播区）に播種した。

１．播種期が遅いほど出穂期，成熟期は遅くなり．全生育日数は短縮した。

２．草丈，稗長は生育前半では早播きほど太となったが．中期以降は普通播区が優った。遅播区の草

丈，稗長は蛾小であった“

３．３播種期の玄米収堂を平均すると、日本晴はａ当り59.4kgで，これに対し密陽29号は１１８％，水原

258号は117％，アケノホシは106％．トヨミノリは104％の収吊を示した。

４．日本晴の玄米収量は播種期によるちがいはほとんどなかったが.他の品種は普通播区で最大となっ

た。早播区は㎡当り籾数の低下により．また．晩播区は精玄米1,000粒玉と，登熟歩合の低下により

それぞれ減収した。

５．全乾物車．モミ／ワラ比．収穫指数．sink/source比と玄米収量との間には正の有意な相関がみら

れた。

６．出穂期の穎花車とＬＡＩとには，正の有意な相関がみられ，韓同稲は葉身当りの穎花生産効率が

高かった”

７．登熟期間中における穂重増加量（△Ｅ）と全乾物増加量（△Ｗ）とには正の有意な相関がみられ

た。韓国稲の△Ｗは大であった，
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８．韓国稲の乾物生産量ならびに玄米収量は，他の品種のそれよりも大であった。韓国稲のより以上

の多収を図るには．籾数の過剰着生を抑制して，登熟歩合を向上させることが必要であると思われ

る。
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